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１．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元目標と評価規準 

観点 
目標 

 (○内は育成を目指す資質能力の番号) 
評価規準 

知識 
技能 

(  )の意味を理解し，(  )を使った式の計
算をしたり，等号や不等号を用いて式に表した
りすることができる。① 

(  )のある式の計算の仕方について理解し，
(  )を使って１０などのまとまりを作って正し
く計算している。 

思考力 
判断力 
表現力等 

(  )を使った式の計算順序や，等号や不等号
の使い方を考えることができる。① 

(  )を使った式の計算の仕方や順番，等号や不
等号の使い方や意味を説明している。 
 

学びに 
向かう力 
人間性等 

式が事柄や数量の関係を簡潔に表しているとい
う良さに気づき，等号や不等号を用いて式に表
そうとしている。⑤ 

(  )や不等号を使って，簡潔に事柄や数量の関
係を表そうとしている。 

 

算数科学習指導案                         

日時：１０月１８日（金）第５校時 

                             学年：第２学年 ２８名 

指導者：安田 尚史 

 

 本学級の児童は，前単元の「ふえたり，へった
り」で，増減する数量に着目して，まとめてたす
という考え方を学習しており，式の意味を理解し
ながら，正確に計算することができる児童も多い。 
どの教科に対しても，課題に対して意欲的に取

り組もうとする児童が多いが，視覚支援や具体物
が必要な児童もおり，これまでの算数科の学習に
おいても理解度に個人差があった。さらに，学習
問題の解法や理由を問うと，挙手は半減してしま
うといったような，なんとなく答えは出せたけれ
どどう説明したらいいのか分からないといった児
童が多い。 

児童観 

本単元は，新学習指導要領第２学年(１)ウ 
「加法及び減法に関して成り立つ性質について
理解する」を受け設定した。 
加法に関する結合法則と(  )の意味を理解

し(  )を含む式の計算ができるようになるこ
とをねらいとして計算法則そのものを一般的に
調べていく学習につなげることができる単元で
ある。 

 
 

 本単元の指導に当たっては，(  )の意味や使い方の理解を深めるために，以下の三点を取り入れて
指導を行う。 
① 本時のねらいに沿った問題の工夫 
理解度に個人差があるため，加法に関する結合法則と(  )の意味を理解し(  )を含む式の計算を

正しく行うことができるように，(  )を使用した方が良い場合の問題と(  )を使用しなくても良い
場合の問題を対比的に出し，振り返りの適応問題では(  )を使った方が計算しやすいのかを考える問
題を設定する。 

 
② ベン図の活用 
(  )を含む式と(  )を含まない式の良さを視覚的に比較・整理し，問題に応じて(  )を使用す

るか判断する必要がある，ということに気付かせるために，まとめの場面でベン図を使用する。 
 

③ ペアトークの設定 
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したり，数理的な処

理の良さに気付き学習に活用し，伝えあうことができるようにするために，ペアトークを設定する。 
 

指導の手立て 

糸崎小学校で育てようとする資質や能力及び態度   ＊  は今年度の重点項目 

①課題発見・解決能力 ②思考力・判断力・表現力    ③コミュニケーション能力 

④主体性・積極性   ⑤回復力  ⑥協調性・柔軟性  ⑦自らへの自信 

単元観 



 

３．指導計画とルーブリック（本時 １/２） 

時 学習活動 
ルーブリック 

資質 
思考スキル 

（思考ツール） Ｓ Ａ 

１ 

本

時 

(  )を含む式の計算をし， 

(  )を使う良さについて考

える。 

Ａ＋(  )を使った

方がいいか使わな

い方がいいか判断

できる。 

(  )を使って１

つの式に表して計

算することができ

る。 

①  

順序立てる 

（囲み・矢印） 

比較する 

(ベン図) 

２ 

等号・不等号を使った数量の大

小の式の読み方を考え，等号・

不等号を使った数量の大小の

式の表し方について理解する。 

 

Ａ＋表した式を読み，

意味を説明できる。 

＜，＞，＝を使って

数量の関係を式に

表すことができる。 ⑤ 

 



４．授業構成図 

 

 

 

 目指   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考スキル 

「比較する」 

↓ 

思考ツール 

「ベン図」 
 
 
 
 

 

本
時
の
ね
ら
い 

加
法
に
関
す
る
結
合
法
則
と( 

 
) 

の
意
味
を
理
解
し(

 
 

)

を
含
む
式
の

計
算
が
正
し
く
で
き
る
。 

 

（(
 

 
)

を
使
っ
た
式
の
計
算
や
順

番
を
説
明
し
て
い
る
◎
） 

（
課
題
適
応
能
力
★
） 

目
指
す
子
ど
も
の
姿 

Ｓ 
(
 

 
)

を
使
っ
た
方
が
い
い
の

か
使
わ
な
い
方
が
い
い
の
か
判
断

で
き
る
。 

 

Ａ 
(
 

 
)

を
使
っ
て
１
つ
の
式
に

表
し
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る 

 

①

前
時
の
問
題
を
確
認
す
る
。 

Ｔ
復
習
を
し
ま
し
ょ
う
。 

                   

Ｔ
ど
こ
に( 

 
)

を
つ
け
る
と
よ
い

で
す
か
。 

Ｃ6+4

の
と
こ
ろ
で
す
。 

Ｔ
ど
う
し
て
で
す
か
。 

Ｃ
計
算
し
や
す
い
数
に
な
る
か
ら
で

す
。 

Ｔ ②
学
習
課
題
を
立
て
る
。 

   
③
解
決
方
法
の
見
通
し
を
も
つ
。 

Ｔ
今
日
は( 

)

に
つ
い
て
勉
強
し
て

み
ん
な( 

)

を
正
し
く
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

④
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。 

Ｔ
今
日
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
し

ま
し
ょ
う 

Ｃ
「
す
ご
い
」
を
一
つ
見
つ
け
る
。 

Ｔ( 
)

の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
出
来

た
ら
Ｓ
だ
ね
。 

課
題
を
見
出
す
場
面 

(
 
 
)

の
す
ご
い
を
見
つ
け
よ
う
。 

十
月 

十
八
日
（
金
） 

五
校
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

指
導
者 

安
田 

尚
史 

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校 

二
年 

一
組 

算
数
科
「
計
算
の
じ
ゅ
ん
じ
ょ
」 

第
一
時 授

業
構
成
図 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
を
関
連
づ
け
、

対
象
が
生
じ
る
原
因
を
類
推 

   

⑤
自
力
解
決
を
す
る
。 

Ｔ
で
は
、( 

 
)

を
使
っ
て
こ
の
問
題

も
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

          
⑥
集
団
解
決
を
す
る
。
◎ 

Ｔ
ど
こ
に( 

 
)

を
つ
け
て
計
算
し
ま

し
た
か
。 

Ｃ
①
は17+(7+3)

に
し
ま
し
た
。 

 

②
は54+(18+2

)

に
し
ま
し
た
。 

 

③
は6+(12+4)
に
し
ま
し
た
。 

Ｔ
ど
の
問
題
も
や
っ
ぱ
り(

 
 
)

を
使

う
と
「
は
か
せ
」
で
で
き
る
ね
。

( 
 
)

っ
て
す
ご
い
ね
。 

Ｃ
い
い
え
。
③
だ
け
は
違
い
ま
す
。 

Ｔ
何
か
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
そ
う
で

す
ね
。 

⑦
全
体
で
交
流
す
る
。
★ 

Ｔ
計
算
を
し
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ｃ
③
だ
け( 

)

を
つ
け
て
も
，
計
算
の

順
番
が
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

③
だ
け( 

)

を
つ
け
る
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

③
だ
け
「
は
か
せ
」
に
な
り
ま
せ
ん
。 

Ｔ( 
 

)

が
「
す
ご
い
」
っ
て
な
ら
な

い
時
が
あ
る
あ
る
っ
て
こ
と
？ 

Ｃ
十
や
二
十
の
か
た
ま
り
が
で
き
る
と

き
だ
け( 

 
)

は
「
す
ご
い
」
っ
て

な
り
ま
す
。 

⑧
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。 

◇
ベ
ン
図
を
使
う
。 

Ｔ
ど
ん
な
時
に(

 
)

を
使
う
と
よ
い
の

で
す
か
。 

Ｃ
ま
と
め
て
先
に
計
算
す
る
と
簡
単
に

計
算
が
で
き
そ
う
な
と
き
に(

 
)

を

使
う
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

         

見
通
し
や
実
行
方
法
を
発
想
す
る

場
面 

引
き
出
し
た
い
具
体
的
な
表
現 

Ｓ 

十
の
ま
と
ま
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
な
ど
、
計
算
が
簡
単
に
な
る
時

に
は( 

 
)

を
使
う
。 

 

Ａ 
( 

 
)

の
中
を
先
に
計
算
す
る
。 

 

 深
い
学
び
の
視
点 

①
既
有
知
識
を
関
連
付
け
て
考
え
、

一
階
層
上
の
知
識
を
得
る
。 

②
獲
得
し
た
知
識
を
汎
用
的
に
活

用
す
る
。 

③
学
習
の
目
的
を
、
よ
り
高
い
目
的

に
価
値
づ
け
る
。 

問
題 

糸
崎
小
の
運
動
場
で
１
８
人
の
子

ど
も
が
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
６
人
入

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
４
人
入
っ
て
き
ま

し
た
。
運
動
場
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
は

何
人
に
な
り
ま
し
た
か
。 

 

Ｃ 

１８＋６＋４＝２８ 

 

① １７＋７＋３＝ 
 

② ５４＋１８＋２＝ 
 
③  ６＋１２＋４＝ 



５．思考ツール 

 

 

 

 

答えが同じ 

10 のまとまりで

考えると計算し

やすい。 

順にたす (  )あり 

18+6+4＝28 

 

18+6＝24 

24+4＝28 

 

6+4＝10 

18+10＝28 

18+(6+4)＝28 

 

 


